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中山外務副大臣によるステートメント 

 

 

【議題３】二カ年活動計画の年次報告 

 

 

●今回は，日本代表の立場から発言させて頂きます。 

●再生可能エネルギーの普及促進は，エネルギー安全保障の強化，気候変動対

策といった国際社会の喫緊の課題を解決する上で重要な役割を果たすことが

できます。 

●それゆえ，日本は，その普及促進に向け，積極的な貢献を果たして参りまし

た。 

●まず，ＯＤＡを通じて，２０１３年までの５年間で，累計約１００億ドルに

上る途上国支援をエネルギー分野に振り向け，その４分の１以上，約２７億

ドルを再生可能エネルギー導入支援に当てました。 

●こうした支援は，日本のＯＤＡ実施機関であるＪＩＣＡを通じて，５０カ国

以上に対して行われ，地熱や太陽光発電などの導入に貢献してきました。具

体的な支援策については，とり纏めた資料を配付しておりますので，ご参照

いただければ幸いです。 

●日本は，再生可能エネルギー分野の人材育成も重視してきました。具体的に

は，ＪＩＣＡを通じ，地熱や太陽光などに係る技術協力をこれまでに約１０

０か国で実施し，また，ＮＥＤＯ
ネ ド ー

を通じて，ＩＲＥＮＡ
ア イ リ ー ナ

との覚書に基づく人

材育成研修も実施して参りました。更に，昨年２月には，アフリカ・太平洋

島嶼国を対象とした研修事業や国際セミナーをＩＲＥＮＡとの共催で実施し

ております。 

●日本は，今後とも，こうした人材育成事業を，アフリカや太平洋島嶼国とい

ったＩＲＥＮＡでも重点を置いている地域を中心に実施していく考えです。 

●また，昨年，日本は，緑の気候基金に対し、国会の承認が得られれば、15 億

ドルを拠出する旨表明したところです。こうした取組が再生可能エネルギー

の促進にも資することを期待します。 

●日本は，その設立以来一貫してＩＲＥＮＡを支援して参りました。第２位の

分担金拠出国であることに止まらず，任意拠出の形で，ＩＲＥＮＡの旗艦刊

行物「REthinking
リ シ ン キ ン グ

 Energy
エ ナ ジ ー

」，バイオエネルギーの調査分析，「REmap
リマップ



2 0 3 0
トゥエンティ サーティー

」の策定など，ＩＲＥＮＡの中核的事業の実施を支援してき

ました。 

●また，こうした中核的事業への支援を継続するため，２０１４年の約８５万

ドルを上回る総額約９０万ドルに上る任意拠出を予算成立を条件に，２０１

５年にも実施する見込みです。 

●日本は，こうした財政支援や人材育成などにおけるＩＲＥＮＡとの共同事業

の実施を通じて，引き続きＩＲＥＮＡを支援していく所存です。ＩＲＥＮＡ

が，再生可能エネルギーの普及促進の実現に向け，更に発展できることを強

く希望します。  

●ご静聴ありがとうございました。 

（了）   


